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09-R8-1-1 

建設部門、令和８年度、必須科目Ⅰ―１ 

 

以下の論文は、ChatGPTをカスタマイズした「技術士二次試験三上塾 AI論文作成ツール」 

https://suninfo.co.jp/g2gpt/ 

が作成した「概要論文」なので、一般的な合格論文と異なります。 

 

勉強の進め方としては、以下の資料を元に論文の方向性を掴みつつ、概要表や出典などを参

考に以下の概要論文を修正すると短時間で効率的な勉強ができます。以下の出典の URL を

クリックしてもサイトが表示されない場合は、出典名をネット検索してください。 

 

以下の論文では、観点と課題を章の最初に書いていますが、課題などを最後に書きたい場合

は、テンプレート（プロンプト）を変更すれば最後に書くことが可能です。 

 

設問は以下のサイトをご覧ください。 

https://www.engineer.or.jp/c_categories/index02022.html 

 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

 

この問題は、単に「AI やドローンを使う方法」を問う問題ではありません。「インフラの価値」を起点

に観点を設定し、新技術・DX を手段として、その価値をどう高めるかを論理的に展開できるかが

核心です。 

令和 8 年度の必須科目Ⅰは、600 字×3 枚で、専門知識・応用能力・問題解決能力・課題遂行能

力を問うものであり、「多面的に技術課題を抽出し、その解決方法を提示する」ことが出題内容で

す。 

また、必須科目Ⅰ論文作成マニュアルの骨子表も「現状・問題→観点・技術課題→解決策→新た

なリスク→対応策→倫理・持続性」という構造になっています。 

以下では、この考え方に沿って整理します。 

 

1．設問テーマの社会目的 

本問の社会目的は、 

人口減少、インフラ老朽化、災害の激甚化・頻発化等の社会環境の変化に対し、新技術・DX を

活用してインフラサービスを高度化し、安全・安心で持続可能な社会を実現すること 

である。 

https://suninfo.co.jp/g2gpt/
https://www.engineer.or.jp/c_categories/index02022.html
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第 6 次社会資本整備重点計画では、共通ゴールを「人口減少という危機を好機に変え、一人ひと

りが豊かさと安心を実感できる持続可能な活力ある経済・社会を実現」としている。(国土交通省) 

さらに同計画の「新技術・DX によるインフラの価値向上」では、インフラデータ空間の構築と AI・ロ

ボット等の新技術活用によって、インフラサービスの高度化と関連産業の振興を実現する方向性

が示されている。(国土交通省) 

したがって、 

DX 導入そのものが目的ではなく、DX はインフラの価値を高めるための手段 

と捉えることが重要である。 

 

2．出題者の意図 

出題者が確認したいのは、主として次の 4 点である。 

1. 「インフラの価値」を理解して観点を設定できるか 

2. AI、IoT、ドローン等を単なる技術紹介ではなく、社会課題を解決する手段として使えるか 

3. DX の便益だけでなく、サイバー攻撃や AI 誤判定等の新たなリスクまで評価できるか 

4. 最後に、公衆の安全と次世代までの持続性を考慮して、技術士として責任ある判断がで

きるか 

特に（1）の「なお、観点はインフラの価値に関するものとする」は非常に強い制約である。 

 

3．重要な箇所・注意すべき箇所 

最重要①「観点はインフラの価値に関するもの」 

「人材」「予算」「技術」のような一般的な観点では弱い。 

本答案では、 

• 安全性・強靱性という価値 

• 持続的なサービス提供という価値 

• 利便性・快適性という価値 

とする。 

これなら設問の指定に正面から対応できる。 

最重要② 課題は「不足」で終わらせない 

https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/point/sosei_point_tk_000003.html?vm=r&utm_source=chatgpt.com
https://www.mlit.go.jp/report/press/content/001977265.pdf?utm_source=chatgpt.com
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例えば、 

×「DX 人材が不足していることが課題である」 

ではなく、 

○「インフラ維持管理の高度化・効率化が課題である」 

のように、実現すべき状態を課題として書く。 

マニュアルの骨子例でも、「交通の流れを円滑化し、交通渋滞を解消すること」「グリーンインフラ

の推進による自然環境保全・創出の促進」など、前向きな課題設定となっている。 

最重要③ 懸念事項は「すべての解決策を実行しても」 

ここを読み落とさない。 

個別解決策の欠点を書くより、3 解決策によって DX 化が進展した結果として生じる二次的リスク

を抽出する。 

今回は、 

インフラサービスのデジタル依存度上昇に伴うサイバー攻撃・システム障害による機能停止 

とする。 

最重要④ （4）は一般論にしない 

「倫理を守る」「環境に配慮する」だけでは弱い。 

本問の DX 業務に具体化して、 

• AI 判断を盲信しない 

• 公衆の安全を最優先する 

• 個人情報・機密情報を適切に管理する 

• ライフサイクル全体で環境負荷を評価する 

まで書く。 

マニュアルでも令和 8 年度の改訂コンピテンシーを踏まえ、技術者倫理を公衆の安全、社会の持

続性を地球環境保全等と結び付けて具体化することが示されている。 

 

4．論文作成上のポイント 
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答案全体を一本のストーリーにする。 

インフラの価値 

→安全・強靱性／持続性／利便性 

↓ 

3 課題 

→防災高度化／維持管理高度化／利用者サービス高度化 

↓ 

最重要課題 

→維持管理高度化 

↓ 

3 解決策 

→データ基盤／AI 予防保全／ドローン・ロボット 

↓ 

DX 依存という新たなリスク 

→サイバー攻撃・障害 

↓ 

冗長化＋サイバー対策＋人による介入 

↓ 

安全最優先＋持続可能性 

という因果関係で組み立てる。 

 

5．不合格者と合格者の思考の違い 

着眼点 不合格になりやすい思考 合格答案につながる思考 

テーマ 「DX について書けばよい」 「DX によって何の価値を高めるのか」 

観点 人材、費用、技術 安全・強靱性、持続性、利便性などインフラの価値 

課題 DX 人材不足、予算不足 防災高度化、維持管理高度化、サービス高度化 

技術 AI、ドローン等を羅列 課題→技術→効果を因果で接続 

最重要課題 書きやすいものを選択 他の価値を支える基盤性から選択 

解決策 AI を導入する 何のデータを取得し、どう判断し、どう管理するかを書く 

懸念 導入費が高い 全解決策実施後に生じる新しいリスクを考える 

倫理 倫理を遵守する AI 誤判定時も公衆の安全を最優先 

持続性 環境に配慮する LCA、脱炭素、長期運用まで具体化 

 

6．概要表 
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項目 内容 

設問の概

要（現状・

問題） 

AI、ドローン・ロボット、ビッグデータ、IoT 等が急速に進歩する一方、建設分野では人

口減少、担い手不足、インフラ老朽化、災害激甚化等への対応が必要である。そこで

デジタル技術を活用し、安全性、持続性、利便性等のインフラ価値を向上させる必要

がある。 

課題① 

観点：安全性・強靱性。課題：新技術・DX による防災・減災機能の高度化。 災害激

甚化に対し、センサー、衛星、ドローン等によるリアルタイム監視と AI 解析を活用し、

異常の早期把握・迅速な意思決定を可能にする。 

課題② 

観点：持続的なサービス提供。課題：インフラ維持管理の高度化・効率化。 老朽施

設が増加する一方で技術者が減少するため、データ、AI、ロボット等により予防保全

型管理へ転換する。 

課題③ 

観点：利用者の利便性・快適性。課題：利用者ニーズに応じたインフラサービスの高

度化。 人流・交通流等のデータをリアルタイムで把握し、道路・公共空間等を柔軟か

つ効率的に運用する。 

最重要課

題 

インフラ維持管理の高度化・効率化。 理由：老朽化と担い手不足が同時進行する

中、既存インフラの機能を維持できなければ安全性、利便性等の価値そのものを継

続して提供できないため。 

解決策① 
インフラデータ基盤の構築。 BIM/CIM、3 次元点群、点検履歴、センサー情報等を共

通基盤で一元管理し、API 等によって分野横断で連携する。 

解決策② 
AI・IoT による予防保全。 橋梁等にセンサーを配置し、変位・振動等を常時監視す

る。点検画像を AI 解析し、損傷の進行予測から補修優先順位を決定する。 

解決策③ 
ドローン・ロボットによる点検自動化・遠隔化。 UAV、走行型ロボット等で高所、狭隘

部、災害危険箇所を点検し、3 次元データを取得して人による危険作業を削減する。 

懸念事項 
DX 依存度の上昇に伴い、サイバー攻撃、通信障害、AI 誤判定等によりインフラ管理

機能が停止・誤作動し、社会的影響が広域化する懸念。 

対応策 
ゼロトラスト等による多層防御、アクセス権限管理、通信・サーバの冗長化、バックア

ップ、異常時のフェイルセーフ、人による最終判断、BCP 訓練を実施する。 

技術者倫

理 

要件：公衆の安全を最優先した DX 活用。 AI 出力を盲信せず技術者が妥当性を確

認する。**留意点：**個人情報・機密情報を適切に管理し、説明可能性・透明性を確

保する。 

社会の持

続性 

要件：次世代まで持続可能なインフラサービスの確保。 DX による省人化、省エネ、

長寿命化を推進する。**留意点：**ICT 機器更新やデータセンターの電力消費まで

含め LCA の視点で環境負荷を評価する。 

この骨子は、マニュアルが示す「設問から骨子表の枠を作り、試問事項を軸に情報を整理する」と

いう方法に沿ったものである。 
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7．参考出典 

以下は、設問の政策背景と上記骨子を確認するための主要な一次資料である。 

1. 国土交通省「第 6 次社会資本整備重点計画」 

第 6 次社会資本整備重点計画（本文） 

「新技術・DX によるインフラの価値向上」の直接的な根拠資料。(国土交通省) 

2. 国土交通省「社会資本整備重点計画について」 

社会資本整備重点計画について 

URL：国土交通省公式ページ。第 6 次計画は令和 8 年 1 月 16 日閣議決定。(国土交通

省) 

3. 国土交通省「『i-Construction 2.0』を策定しました～建設現場のオートメーション化による

生産性向上（省人化）～」 

i-Construction 2.0 

2040 年度までに省人化 3 割、生産性 1.5 倍を目標とする。(国土交通省) 

4. 国土交通省「国土交通データプラットフォーム」 

国土交通データプラットフォームに関する国土交通白書 2023 

BIM/CIM、3 次元点群、3D 都市モデル等のデータ連携に関する資料。(国土交通省) 

5. 公益社団法人日本技術士会「技術士に求められる資質能力（コンピテンシー）に関する

質問」 

改訂版コンピテンシーに関する日本技術士会の説明 

令和 8 年度から改訂コンピテンシーが適用される。(エンジニア協会) 

6. 国土交通省「国土交通データプラットフォームを全面リニューアルしました」 

国土交通データプラットフォーム全面リニューアル 

3 次元モデル、点群データ、データ連携等の具体的取組を確認できる。(国土交通省) 

 

8．1800 字程度の論文 

以下は、指定された章立てを維持した答案例です。 

#１．多面的な観点からの課題の抽出 

##１）防災・減災機能の高度化 

安全性・強靱性というインフラの価値の観点で考えれば、新技術・DX による防災・減災機能の高

度化が課題である。具体的には、気候変動に伴い自然災害が激甚化・頻発化する中、限られた

人員で広範囲の被災状況を迅速に把握する必要がある。このため、衛星、ドローン、IoT センサー

等から得られる情報をリアルタイムで収集し、AI 解析により異常を早期検知して迅速な避難や応

急復旧につなげる必要がある。 

##２）インフラ維持管理の高度化・効率化 

持続的なインフラサービス提供という価値の観点で考えれば、インフラ維持管理の高度化・効率

https://www.mlit.go.jp/report/press/content/001977265.pdf?utm_source=chatgpt.com
https://www.mlit.go.jp/report/press/content/001977265.pdf?utm_source=chatgpt.com
https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/point/sosei_point_tk_000003.html?vm=r&utm_source=chatgpt.com
https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/point/sosei_point_tk_000003.html?vm=r&utm_source=chatgpt.com
https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/point/sosei_point_tk_000003.html?vm=r&utm_source=chatgpt.com
https://www.mlit.go.jp/report/press/kanbo08_hh_001085.html?utm_source=chatgpt.com
https://www.mlit.go.jp/report/press/kanbo08_hh_001085.html?utm_source=chatgpt.com
https://www.mlit.go.jp/hakusyo/mlit/r04/hakusho/r05/html/n292a000.html?utm_source=chatgpt.com
https://www.mlit.go.jp/hakusyo/mlit/r04/hakusho/r05/html/n292a000.html?utm_source=chatgpt.com
https://www.engineer.or.jp/c_topics/011/011634.html?utm_source=chatgpt.com
https://www.engineer.or.jp/c_topics/011/011634.html?utm_source=chatgpt.com
https://www.mlit.go.jp/report/press/kanbo08_hh_000962.html?utm_source=chatgpt.com
https://www.mlit.go.jp/report/press/kanbo08_hh_000962.html?utm_source=chatgpt.com
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化が課題である。具体的には、高度経済成長期に整備された施設の老朽化が進む一方、人口減

少により点検・維持管理を担う技術者の不足が深刻化する。このため、デジタル技術により施設

状態を的確に把握し、事後保全から予防保全へ転換する必要がある。 

##３）インフラサービスの高度化 

利用者の利便性・快適性というインフラの価値の観点で考えれば、利用者ニーズに応じたインフラ

サービスの高度化が課題である。具体的には、人流、交通流、施設利用状況等のビッグデータを

リアルタイムで分析し、道路、公共空間等を需要に応じて効率的に管理・運用する必要がある。 

#２．抽出した課題のうち最も重要と考える課題と解決策 

私は「インフラ維持管理の高度化・効率化」が最も重要な課題と考える。理由は、既存インフラの

機能を持続できなければ、安全性や利便性等の価値を国民に継続して提供できないからである。 

##１）インフラデータ基盤の構築 

ライフサイクル全体のデータを一元的に管理・活用することが重要である。具体的には、BIM/CIM

モデル、3 次元点群、設計・施工情報、点検・補修履歴、IoT センサー情報等を共通データ基盤に

集約する。さらに API 等により分野横断的にデータを連携し、デジタルツイン上で施設状態を可視

化する。 

##２）AI・IoT による予防保全 

AI・IoT を活用して維持管理を予防保全型へ転換することが重要である。具体的には、橋梁等に

IoT センサーを設置して振動、変位等を常時監視する。また、ドローン等で取得した画像を AI によ

り解析してひび割れ等を検出し、劣化予測に基づき補修時期と優先順位を最適化する。 

##３）ドローン・ロボットによる点検の自動化 

点検作業の自動化・遠隔化を推進することが重要である。具体的には、ドローンや走行型ロボット

を用いて橋梁高所、狭隘部、災害危険箇所等を点検する。これにより高精度な 3 次元データを効

率的に取得するとともに、危険作業を削減し、省人化と安全性向上を図る。 

#３．解決策を実行しても新たに生じうる懸念事項と対応策 

##１）懸念事項 

DX への依存度が高まり、サイバー攻撃や通信障害等によってインフラ管理機能が停止する懸念

がある。また、AI の誤判定に基づく管理判断により、損傷の見落とし等が発生し、公衆の安全を

損なうおそれがある。 

##２）対応策 

対応策としては、デジタルシステムのレジリエンス向上を図る。具体的には、ゼロトラストを基本と

したアクセス管理、多要素認証、通信・サーバの冗長化、バックアップ等による多層防御を行う。

また、異常時には安全側へ移行するフェイルセーフ機能を実装し、AI の判断結果について技術者

が最終確認できるヒューマン・イン・ザ・ループの体制を構築する。 

#４．業務として遂行するに当たり必要となる要件 
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##１）技術者としての倫理の観点 

技術者としての倫理の観点から上記の業務遂行に当たり必要な要件を考えると、公衆の安全を

最優先した DX 活用が重要である。具体的には AI の結果を盲信せず、技術者が専門的知見に

基づき妥当性を確認することである。個人情報・機密情報を適切に管理するとともに、AI による判

断過程の透明性・説明可能性を確保することに留意が必要である。 

##２）社会の持続性の観点 

社会の持続性の観点から上記の業務遂行に当たり必要な要件を考えると、次世代にわたり持続

可能なインフラサービスを確保することが重要である。具体的には、DX による省人化、施設の長

寿命化、省エネルギー化を進め、限られた人的・財政的資源を有効活用することである。一方、

ICT 機器の更新やデータセンターの電力消費等も考慮し、ライフサイクル全体で環境負荷を最小

化することに留意が必要である。 

 

この答案で特に重要なのは、「DX」を 3 つの課題の観点にしていないことです。「安全性・強靱性」

「持続的なサービス提供」「利便性・快適性」というインフラの価値を観点とし、その価値を高める

手段として DX を配置しています。これが今回の設問文に対する重要な読み方です。 

以上 
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